
この度は、プライムケアウエストの製品をお買いあげ、またはレンタル頂き、まことに
ありがとうございます。
この「取扱説明書」には、ベッドを安全にご使用いただくための注意事項が記載されて
います。ご使用の前に必ずお読みになり正しくお使いください。
また分解・組み立て手順も記載されております。ベッドを安全にご使用いただくため、
手順をよくご理解頂き、指示に従い正しく作業を行ってください。

この「取扱説明書」は、いつでもごらんいただけるように大切に保管してください。

取扱説明書
LUMOシリーズ在宅介護用ベッド

株式会社プライムケアウエスト
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1.	各部の名称

LUMOシリーズ

Sheet 4 イラスト

手元スイッチ電源プラグ

背ボトム

マットレス止め

フットボード

脚座

腰・膝・脚ボトム

ベースフレーム

ヘッドボード
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2.	安全に使用いただくために
この取扱説明書では、ベッドを安全に正しくお使いただくために、守らなければならない内容
や、注意する必要がある内容について、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解して
から本文をお読みください。

この表示を無視して取り扱いを誤ると、人が死亡または重傷を負
う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して取り扱いを誤ると、人が傷害を負う可能性が
想定される内容、および物的損害のみの発生が想定される内容を
示しています。

 記号は注意（危険・警告を含む）を促す内容があることを告げるものです。
図の中に具体的な注意内容（左図の場合は指はさみ注意）が描かれています。

 記号は禁止の行為であることを告げるものです。
図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。

 記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。
図の中に具体的な指示内容（左図の場合は差し込みプラグをコンセントから抜いてく
ださい）が描かれています。

★	『安全に使用するための注意事項』などに記載の項目で、特に【すき間に関する注意】は、生命に関わる重大
な事故につながる可能性のある重要な項目です。本取扱説明書とあわせ、製品に別添の『すき間に関する注
意事項』を必ずお読みいただき、正しく安全にお使いください。なお、特に予測できない行動をとると思わ
れる方や体位を自分で保持できない方には十分注意してください。

※	取扱説明書をお読みになった後は、いつでも見られるところに必ず保管してください。
〔安全ラベルについて〕

●	注意事項の中で、ベッドをお使いになる方に特に注意して頂きたい項目をラベルにしてフットボード・
ハイローユニット・センターカバーに貼ってあります。はがしたり傷つけたりしないでください。

●	安全ラベルが傷ついたり、はがれてしまった場合は販売店から新しい安全ラベルを取寄せ、貼り直して
ください。

　警告
　注意
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　警告

■	弊社が指定する適合品以外の製品とは組合せないでください
●	ベッドに直接取付けて使用するサイドレール、マットレスなどは弊社が指定する適合

品をお使いください。

	 指定以外の製品と組合せると、意図せぬすき間の発生や製品同士の干渉、安定性の低
下などにより、けがをしたりベッドが故障するおそれがあります。

■	サイドレールとベッド用グリップの間、サイドレール・ベッド用グリップと
ボードや（特にあがっている）ボトムなどとのすき間（

➡

）に身体の一部（特に
頭や首）が入らないように注意してください
●	すき間にはさまれたり、入ると抜けなくなり、けがをするおそれがあります。

●	特に、予測できない行動をとると思われる方や、体位を自分で保持できない方には十
分注意してください。

■	サイドレール・ベッド用グリップなどやボトム・マットレスのすき間に身体
の一部（特に頭や首）が入らないように注意してください
●	すき間に入った状態で手元スイッチを操作すると、はさまれてけがをするおそれがあ

ります。

●	すき間にはさまれたり、入ると抜けなくなるなどして、けがをするおそれがありま
す。

●	特に、予測できない行動をとると思われる方や、体位を自分で保持できない方には十
分注意してください。
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　警告

■	サイドレール・ベッド用グリップなどやボードのすき間に身体の一部が入ら
ないように注意してください
●	すき間に入った状態で手元スイッチを操作すると、はさまれてけがをするおそれがあ

ります。

●	すき間にはさまれたり、入ると抜けなくなるなどして、けがをするおそれがあります。

●	特に、予測できない行動をとると思われる方や、体位を自分で保持できない方には十
分注意してください。

■	ベッドと壁や周りのものとのすき間にはさまれないように注意してください
●	身体の一部がはさまれて、けがをするおそれがあります。

●	特に、予測できない行動をとると思われる方や、体位を自分で保持できない方には十
分注意してください。

■	サイドレール使用時もベッドからの転落に十分注意してください
●	サイドレールとサイドレール、各ボードとサイド

レールのすき間から転落し、けがをするおそれが
あります。

●	サイドレールの上から身を乗り出して転落し、け
がをするおそれがあります。

●	厚みのあるマットレスを使用する場合、 相対的に
サイドレールが低くなり、サイドレールを乗り越
えやすくなりますのでご注意ください。

●	ベッドの背をあげた状態で使用される場合、転落
予防としての効果を十分に発揮できないおそれが
あります。

●	特に、予測できない行動をとると思われる方や、
体位を自分で保持できない方には十分注意してく
ださい。
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　警告

■	サイドレール・ベッド用グリップなどを取付ける際は、正しい向きで取付けて
ください
●	ベッドから転落したり、意図せぬすき間が発生し

て、身体の一部がはさまれてけがをするおそれが
あります。

●	誤った向きでは確実に差込むことができず、サイ
ドレール・ベッド用グリップなどが不意に外れる
などして、けがをするおそれがあります。正しい
向きでの取付けかたについては、P.62〜65を
参照してください。

■	サイドレール・ベッド用グリップなどを取付ける際は、オプション取付穴に
異物が入っていないことを確認してください
●	異物が入っていると確実に取付けることができず、ベッドから転落したり、意図せぬ

すき間が発生して、身体の一部がはさまれてけがをするおそれがあります。

■	ベッドの下に潜り込んだり、頭、手や足などを入れないでください
●	ベッドの可動部とフレームやサイドレール・ベッド用グリップなどとの間にはさまれ

て、けがをするおそれがあります。手元スイッチ操作は、ベッドの下および周りに人
や障害物がないことを確認して行ってください。

■	手元スイッチ操作中はベッドのフレームとボトムの間などに手（指）や足など
を入れないでください
●	さがってきたボトムとベッドのフレームやボード

などの間にはさまれて、けがをするおそれがあり
ます。
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　警告

■	オプションや突起物に衣類などが絡まないように注意してください
●	衣類などが絡まった状態でベッドを操作すると、衣類などが引っ張られるなどして、

けがをするおそれがあります。

●	ベッドの乗り降りなどの際に転倒して、けがをするおそれがあります。

■	サイドレール・ベッド用グリップやヘッドボード・フットボードなどに腰掛
けたりしないでください
●	ベッドから転落・転倒してけがをしたり、ベッド

やサイドレール・ベッド用グリップなどが破損・
変形して、けがをするおそれがあります。

■12歳以下のお子様や操作が理解できないと思われる方に操作させないでく
ださい
●	12歳以下のお子様や操作が理解できないと思われる方（認知症の方など）が、1人で手

元スイッチを操作した場合、誤ってベッドに身体がはさまれるなど、思わぬけがをす
るおそれがあります。1人で手元スイッチに触れる可能性がある場合には、次の方法
により操作を制限し、誤操作による事故を未然に防いでください。

●	電源プラグを抜く。

■	ボトム角度やベッドの高さを調節する際は、ベッドをご使用の方の状態に注
意してください
●	ベッドをご使用の方がボトム角度やベッドの高さ調節中に動くと、ベッドから転落し

たり、サイドレール・ベッド用グリップなどやボードなどとのすき間にはさまれて、
けがをするおそれがあります。

●	特に自分で体位を保持できない方の場合は、身体を支えながら操作してください。

■	ベッドから離れたり、ベッドをご使用の方から一時的に目を離す際は、ボト
ムの角度やベッドの高さに注意してください
●	介護者などがベッドから離れたり、ベッドをご使用の方から一時的に目を離す際は、

万一のベッドからの転落に備え、ご使用の方の状況に応じて、ボトムの角度を水平に
してベッドの高さを一番低い位置にしてください。
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■	乳幼児やお子様には使用しないでください
●	本製品は乳幼児やお子様向けに設計されていませ

ん。サイドレールなどのすき間に身体の一部がは
さまれて、けがをするおそれがあります。

●	サイドレールを使用していてもすき間から転落し
て、けがをするおそれがあります。

■	ベッドは正しい向きで使用してください
●	ベッドの頭側、足側を間違えて寝ると手元スイッ

チ操作の際、無理な姿勢となり、けがをするおそ
れがあります。

■	うつ伏せや横向きで寝た状態（仰向け以外）での角度調節は行わないでください
●	関節を逆に曲げることになり、けがをするおそれ

があります。

■	踏み台がわりにしないでください
●	ベッドから転落・転倒して、けがをするおそれが

あります。

■	ベッドの上で飛び跳ねないでください
●	ベッドから転落・転倒してけがをしたり、ベッド

が故障するおそれがあります。特にお子様にはご
注意ください。

　警告
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■	お客様による修理・改造はしないでください
●	意図せぬすき間の発生や異常動作などにより、けがをするおそれがあります。

■	コード類（電源コードなど）を傷つけないでください
●	コード類が破損し、感電・火災のおそれがあります。

○	ベッドの可動部にコード類をはさまないように
してください。

○	コード類に重いものを置いたり無理な力を加え
ないようにしてください。

○	ベッドでコード類を踏みつけないでください。

●	傷んだコード類は修理（交換）を依頼してください。

■	電源コードや手元スイッチのコードに足を引っ掛けないようにしてください
●	プラグやコードが破損し、感電・火災のおそれがあります。

●	転倒して、けがをするおそれがあります。

■	ベッドやその他の電気機器のコード類（電源コードなど）をベッドの下に通さ
ないでください
●	脚座やキャスター、可動部などにはさまれてコード類が破損し、感電・火災のおそれ

があります。

■	電子治療器を使用するときは必ず電源プラグを抜いてください
●	電子治療器（マイクロ波治療器、超短波治療器など）を同時に使用した場合、ベッドの

故障や誤動作の原因となります。

●	なお、他のME機器と併用する際は、安全をご確認の上ご使用ください。

■	電源プラグを濡れた手で抜き差ししないでください
●	ショートして感電・故障するおそれがあります。

　警告
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■	掃除などベッドの下に入る際は電源プラグを抜いてください
●	誤操作によりフレームなどにはさまれて、けがをするおそれがあります。

■	電源プラグにほこりを付着させないでください
●	電源プラグの表面にほこりが付着していると水分

を含んで電流が流れ、絶縁状態が悪くなり、発火
するおそれがあります。

●	電源プラグの表面にほこりが付着している場合、
乾いた布などでよく拭き取ってください。

■電源プラグに無理な力を加えないでください
●	感電・火災のおそれがあります。

■	電源プラグを持って抜いてください
●	電源プラグを抜く際、電源コードのみを持って引き抜くとコードが傷んで感電・発火

するおそれがあります。

■	お手入れは電源プラグを抜いて行ってください
●	誤操作によるけがやショートによる感電のおそれがあります。

■	タコ足配線は行わないでください
●	コンセントや延長コードの容量を超える電気製品を同時に接続使用すると、電源コー

ドやプラグが発熱して発火するおそれがあります。

■	水などをこぼさないでください
●	モーターや手元スイッチなどの電装品に、水などをこぼさないでください。ショート

して感電したり、故障の原因となります。誤ってこぼしてしまった場合には、必ず電
源プラグをコンセントから抜いて、販売店または弊社営業所・事業所にご連絡くださ
い。

■	ベッドは定期的に点検してください
●	使用の頻度や環境により、製品は摩耗・劣化します。定期的に各部のゆるみ、可動部

の動作、破損の有無などを点検してください。思わぬけがをするおそれがあります。

■	被災したベッドは点検・修理をしてください
●	地震・火災・水害などで被災したベッドは、お買い上げの販売店または弊社営業所・

事業所まで、点検・修理をご依頼ください。電装品のショートや漏電による感電・火
災やベッドの変形による動作の異常によって、けがをするおそれがあります。

　警告
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■	ベッドをご使用の方の容態にあわせて使用し、治療中の方は医師に相談をし
てください
●	ご使用の方の容態によっては、ベッドの操作で容態を悪化させる可能性があります。

●	現在治療中の方は、ベッドの操作が症状を悪化させる可能性があります。ベッドのご
使用に際して不安や疑問があるときは、かかりつけの医師にご相談ください。

■	手元スイッチなどの電装部品をぶつけたり傷つけないでください
●	ショートによる感電や誤動作のおそれがあります。

●	傷んだ手元スイッチなどの電装部品は修理（交換）
を依頼してください。

■	火気に近づけないでください
●	ベッドの近くで、ストーブなどの熱器具を使用しない

でください。変質・変形・発火などの原因となります。

■	ヘッドボードフットボードを持ってベッドの移動はしないでください
●	ヘッドボードフットボードを持ってベッドを引きずっ

たり持ち上げると、ヘッドフットボードが破損してけ
がをするおそれがあります。

■	樹脂ヘッドフットボードの棚に寄り掛かったり、手でつかんで力を加えたり
しないでください。
●	不意に外れ、転倒するなどしてけがをするおそれがあります。

■	樹脂ヘッドフットボードの棚からはみ出すものを入れたり、棚にものを引っ
掛けたり、重量物を入れたりしないでください。
●	ベッド可動部に挟まったり、棚が外れたりして、けが

をするおそれがあります。

　警告
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　注意

■	高さ調節のとき、壁や梁
はり

、壁のコンセントに気をつけてください
●	ベッドは高さ調節操作で、上下に40cm動きま

す。ご使用の際には、高さ調節でベッドが壁や
梁
はり

、電源プラグにあたらないことをご確認くださ
い。

■	スペースを十分に確保して、ベッドを設置してください。
●	ベッドの横に車いすを横付けできるスペースや、

また、介護の方がベッドの周りで介護するための
スペースなども十分に確保してベッドを設置して
ください。

●	ベッドと壁の間隔については右図を参照して設置
を行ってください。

●	ベッドは垂直に昇降しますが、ヘッドボードと壁
との隙間を3cm程度空けることを推奨します。

■	あがっているボトムに乗らないでください
●	ボトムの支持部に大きな力がかかり、破損・変形

の原因となります。

■	2人以上で使用しないでください
●	このベッドは1人用の設計になっています。2人

以上で使用すると、ベッドが破損してけがをする
おそれがあります。

	 このベッドの最大利用者体重は135kgです。
	 一時的に、介護者がベッドに乗る必要がある場合

は、次の点を確かめてください。
○	ベッドにかかる荷重が最大使用者体重（135kg）を超えていないこと

※	ベッドに安全動作荷重（88ページ※）以上の荷重を加えないでください。

・	 ベッドが破損してけがをするおそれがあります。

上下に
40cm

3cm以上

1m以上

脚側
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　注意

■	手元スイッチ操作時は周囲を確認してください
●	手元スイッチ操作によって周囲の物を破損させたり、ベッドを破損・変形させる原因

となります。

■	移乗の際などにサイドマット止めに身体をぶつけないように注意してください
●	けがをするおそれがあります。

■	ヘッドボード・フットボードは必ずストッパーをかけてください
●	ボードの取付けが不完全な場合、身体を支えるた

めボードにつかまったときやベッド移動でボード
を押す（引く）ときなどに不意に外れ、転倒などに
よるけがのおそれがあります。（58ページ参照）

■	殺虫剤をベッドにかけないでください
●	殺虫剤に含まれる溶剤によって、ベッドが破損・変色・溶解するおそれがあります。

また、破損・溶解した部分で思わぬけがをするおそれがありますので十分ご注意くだ
さい。

サイドマット止め
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①	タイトルの部品と取り付ける部品を表示しています。
1はその部品が梱包されている梱包箱の番号です。

②	タイトルの部品を取り付けるときに使用する部品を表示しています。

③	  は組み立てに役立つポイントを記載しています。組み立てをスムーズに行うため、
必ずお読みください。

④	  は記載されているイラストが、ベッド本体をどの方向から見たものかを8方向の
マークで表しています。

50

① 脚座をハイローユニットに４か所取り付けます。脚座はプッシュリベットで上から固定
してください。

1 ハイローユニット

プッシュリベット

プッシュリベット

キャスター

キャスター
付属のボルト

キャスターを取り付ける場合

脚座

プッシュリベットはしっかりと
押し込みます。

キャスターはアダプターが最初からついています。
本体のフレームにアダプターを差し込み付属のネジ
で固定してください。

1  脚座を取り付けます

③

④
②①

タイトル

ハイローユニット
1

1

3.	本書のみかた
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4.	日常の使用方法と操作

	● 手元スイッチを操作してもベッドが動かない場合は、繰り返し手元スイッチを操作
せず、90ページの「12. 故障かな？と思ったら」を参照してください。

	● 手元スイッチを動かせない様に鍵でロックする事が出来ます。ロックキーはなくさ
ない様、お気を付けください。

（下図は3 モーション仕様、液晶付き手元スイッチを示しています。）

	■ 手元スイッチの操作方法及び各種設定の仕方

　警　告
12歳以下のお子さまや自分でベッドを適切に操作できない方には、一人でベッド
を操作させないでください。

　注　意
手元スイッチのケーブルがベッドの駆動部に絡まないように注意してください。
ケーブルが引っ張られたままベッドを使用すると、断線や故障の原因となります。

設定

電源
決
定

戻
る

あ
し

あ
た
ま

あ
た
ま

あ  

し

た
か
さ

手元スイッチ表記について
●説明文中各アクチュエーターはACTと表記します。
●ベッドの高さ調節はH/Lと表記します。

ロックダイヤル
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あたま
メモリ ロック

は さ み 込 み 注 意

あ  し たかさ

速さ ふつう

0° 0°22cm
① ② ③

④
⑤

⑥

⑦
⑧

⑨

⑩⑪

あたま
メモリ ロック

あ  し たかさ

速さ ふつう

0° 0°22cm

あたま
メモリ ロック

あ  し たかさ

速さ ふつう

36° 0°28cm

数値点滅しない

マットレス

ボトム面

バッテリー表示　フル

マットレス面

点滅 動作中 停止中

あたま
メモリ ロック

あ  し たかさ

速さ ふつう

0° 0°22cm
バッテリー表示　ロー

・あたまとあしとも1°以上の場合

・あたま1°以上、あし1°になっていない場合

・あたま1°になっていない、あし1°以上の場合

・あたまとあしとも1°になっていない場合

● 液晶表示パネル

表示画面各部の名前
①～③：動作部位の角度と高さ
ベッドの角度や高さを表示します。表示は2 、゚２㎝刻みで表示されます。
④：メモリー設定をした場合に表示されます。
⑤：動作のロック表示
操作無効設定をしている場合表示されます。
⑥：動作部位表示
動作中の部位が赤く表示されます。
⑦：はさみ込み注意表示
ベッドが下降時３０㎝ではさみ込み注意を表示します。
⑧：動作方向表示
ベッドの動作方向を表示します。
⑨：音声設定表示
音声設定をONにしている際に表示されます。
⑩：速度表記
現在の動作速度を表示します。
ふつう・はやいの２通りあります。
⑪：バッテリー残量表示
別売のバッテリーが接続されバッテリー駆動時に残量が表示されます。
※バッテリーが接続されていてもコンセントから給電されている状態では表示されませ
ん。
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あたま
あし

あたま

あし

たかさ

あたま
あし

あたま

たかさ

● 手元スイッチボタンの説明

【液晶付手元スイッチ】
2モーション手元スイッチ	 3モーション手元スイッチ

【液晶無手元スイッチ】
2モーション手元スイッチ	 3モーション手元スイッチ

SW名 機能
① 戻る
② メニュー△
③ メニュー▽
④ 決定
⑤ 電源

ロック
ダイヤル

回転操作で
解除 /設定ロック /全ロック

LED 電源ランプ（緑 /赤）

機能 SW名
あたま・あし△ ⑥
あたま・あし▽ ⑦

あたま△ ⑧
あたま▽ ⑨
あし△ ⑩
あし▽ ⑪

たかさ△ ⑫
たかさ▽ ⑬

設定

電源
決
定

戻
る

あ
し

あ
た
ま

あ
た
ま

あ  
し

た
か
さ

設定

電源
決
定

戻
る

あ
し

あ
た
ま

あ
た
ま

あ  

し

た
か
さ

②
①
③
⑥ ⑦

⑤

LED

④

⑧ ⑨
ロック
ダイヤル

⑩ ⑪

⑫ ⑬

⑥ ⑦
LEDLED

⑧ ⑨

⑩ ⑪

⑫ ⑬

設定

電源
決
定

戻
る

あ
し

あ
た
ま

あ
た
ま

た
か
さ

②
①
③
⑥ ⑦

⑤

LED

④

⑧ ⑨

⑫ ⑬

⑥ ⑦

⑧ ⑨

⑫ ⑬

※２モーションの手元スイッチは⑩と⑪のボタンはありません。
※液晶無手元スイッチは、①～⑤ボタン及びロックダイヤルがありません。
　また、電源ランプは緑のみとなります。
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あたま
あし

あたま

あし

たかさ

あたま
あし

あたま

あし

たかさ

あたま
あし

あたま

あし

たかさ

背
あ
げ

背
さ
げ

背
膝
さ
げ

背
膝
あ
げ

背
膝
さ
げ

背
膝
あ
げ 膝

さ
げ

膝
あ
げ

背
さ
げ

背
あ
げ

膝
あ
げ

膝
さ
げ

背ボトムに連動して膝ボトムがあ
がります。

ベッドから起き上がるときに使用します。

ベッドで食事や読書をするときに使用します。

背あげ
2、3モーション仕様

背あげ膝連動
2、3モーション仕様

手元スイッチ操作ボタン

手元スイッチ操作ボタン

背ボトムは水平から最大70度、膝ボトムは最大20度
まであがります。

詳細は22ページの角度保持制限機能をご覧ください。

背ボトムの角度を調整します。
（水平から最大70度）

設定

電源
決
定

戻
る

あ
し

あ
た
ま

あ
た
ま

あ  

し

た
か
さ

設定

電源
決
定

戻
る

あ
し

あ
た
ま

あ
た
ま

あ  

し

た
か
さ

膝ボトムの角度を調整します。
（水平から最大20度）

膝あげ
3モーション仕様

背あげを行う場合、先に膝ボトムをあげておくと体
全体がかかと側にずれることを防ぎます。

手元スイッチ操作ボタン

設定

電源
決
定

戻
る

あ
し

あ
た
ま

あ
た
ま

あ  

し

た
か
さ

● 手元スイッチボタンの機能

※液晶付き手元スイッチの場合、背上げの際は10 度毎に音声で角度をお知らせします。
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あたま
あし

あたま

あし

たかさ

あたま
あし

あたま

あし

たかさ

あたま
あし

あたま

あし

たかさ

背
あ
げ

背
さ
げ

背
膝
さ
げ

背
膝
あ
げ

背
膝
さ
げ

背
膝
あ
げ 膝

さ
げ

膝
あ
げ

背
さ
げ

背
あ
げ

膝
あ
げ

膝
さ
げ

背ボトムに連動して膝ボトムがあ
がります。

ベッドから起き上がるときに使用します。

ベッドで食事や読書をするときに使用します。

背あげ
2、3モーション仕様

背あげ膝連動
2、3モーション仕様

手元スイッチ操作ボタン

手元スイッチ操作ボタン

背ボトムは水平から最大70度、膝ボトムは最大20度
まであがります。

詳細は22ページの角度保持制限機能をご覧ください。

背ボトムの角度を調整します。
（水平から最大70度）

設定

電源
決
定

戻
る

あ
し

あ
た
ま

あ
た
ま

あ  

し

た
か
さ

設定

電源
決
定

戻
る

あ
し

あ
た
ま

あ
た
ま

あ  

し

た
か
さ

膝ボトムの角度を調整します。
（水平から最大20度）

膝あげ
3モーション仕様

背あげを行う場合、先に膝ボトムをあげておくと体
全体がかかと側にずれることを防ぎます。

手元スイッチ操作ボタン

設定

電源
決
定

戻
る

あ
し

あ
た
ま

あ
た
ま

あ  

し

た
か
さ
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あたま
あし

あたま

あし

たかさ

角度保持制限機能
2、3モーション仕様

内角が一定以下になると、腹部への過剰圧迫の原因となるこ
とがあるため、背上げと脚上げの内角角度が一定を保つよう
に、背ボトムと膝ボトムの角度を制限します。

背膝ボトムは内角保持機能を持っています。（背ボトムが優先）
背上げ操作時 膝が上がっている状態で内角域に到達した

場合、背上げ動作と共に自動で膝を下げま
す。

膝上げ操作時 背が上がっている状態で内角域に到達した
場合、膝上げ動作を停止します。更に膝を
上げたい場合、背を下げる操作が必要とな
ります。

背膝連動操作時 背膝ボトムが同時に動きますが、連動上げ
の場合は背膝ボトムの内角が一定以下にな
ると膝ボトムが自動で下がります。

内角

設定

電源
決
定

戻
る

あ
し

あ
た
ま

あ
た
ま

あ  

し

た
か
さ

80mmのマットを使用した場合の、降りやすい標準値※が男性400mm、女性380mm
です。（床の高さは男性320mm、女性300mmです。）
※ 人間生活工学研究センター〔HQL〕高齢者対応基盤整備データを元に、当社独自解析

したものです。（60才～70代平均値）

オプションのキャスターや延長脚を取付けた場合はベッド床高さが変わります。
高さの範囲については61ページを参照してください。

床
あ
げ

床
さ
げベッドの高さを調整します。

（床からボトムまでの高さ
を200～600mmの間で調
整します。）

床あげ
2、3モーション仕様

ベッドから立ちあがるときや、車いすに乗り移るときに
高さを調節することができます。

介護しやすい高さに調節することができます。

手元スイッチ操作ボタン

3モーション仕様

床
あ
げ

床
さ
げ

※液晶付き手元スイッチの場合、床下げの際、ベッドの高さが30ｃｍ以下になると音声とブザーで注意喚起します。
※液晶無し手元スイッチの場合、床下げの際、ベッドの高さが25ｃｍになると停止します。更に下げる場合はボ
タンを放し再度押してください。
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あたま
あし

あたま

あし

たかさ

角度保持制限機能
2、3モーション仕様

内角が一定以下になると、腹部への過剰圧迫の原因となるこ
とがあるため、背上げと脚上げの内角角度が一定を保つよう
に、背ボトムと膝ボトムの角度を制限します。

背膝ボトムは内角保持機能を持っています。（背ボトムが優先）
背上げ操作時 膝が上がっている状態で内角域に到達した

場合、背上げ動作と共に自動で膝を下げま
す。

膝上げ操作時 背が上がっている状態で内角域に到達した
場合、膝上げ動作を停止します。更に膝を
上げたい場合、背を下げる操作が必要とな
ります。

背膝連動操作時 背膝ボトムが同時に動きますが、連動上げ
の場合は背膝ボトムの内角が一定以下にな
ると膝ボトムが自動で下がります。

内角

設定

電源
決
定

戻
る

あ
し

あ
た
ま

あ
た
ま

あ  

し

た
か
さ

80mmのマットを使用した場合の、降りやすい標準値※が男性400mm、女性380mm
です。（床の高さは男性320mm、女性300mmです。）
※ 人間生活工学研究センター〔HQL〕高齢者対応基盤整備データを元に、当社独自解析

したものです。（60才～70代平均値）

オプションのキャスターや延長脚を取付けた場合はベッド床高さが変わります。
高さの範囲については61ページを参照してください。

床
あ
げ

床
さ
げベッドの高さを調整します。

（床からボトムまでの高さ
を200～600mmの間で調
整します。）

床あげ
2、3モーション仕様

ベッドから立ちあがるときや、車いすに乗り移るときに
高さを調節することができます。

介護しやすい高さに調節することができます。

手元スイッチ操作ボタン

3モーション仕様

床
あ
げ

床
さ
げ

	■ 動作仕様

【基本操作】
● 操作の前に、ベッドの電源プラグをコンセントに差し込んでください。

【液晶付き手元スイッチ】
手元スイッチの電源ボタンを押す事で各種操作が出来るよう
になります。
電源ボタンを長押し（※）すると電源のオン /オフが切り替
わります。
※オフ➡オンは2秒長押し、オン➡オフは3秒長押し
（無操作による液晶画面のオートオフでは電源ランプは緑色
点灯しています）
各種設定をしている場合、電源オフにして、後程電源オンに
しても設定は保持されます。ただし、ケア
モード状態は電源オフで解除されます。
【液晶無手元スイッチ】
電源プラグをコンセントに差し込むと
電源オンになり電源ランプが付きます。

● 手元スイッチ 背面のロックキー操作
	 手元スイッチ裏側のロックダイヤルを付属の専用キーで回転させることで、ロック操作を

設定できます。ロックダイヤルを回転させて設定するときは、ポイントの位置を表示の中
央に合わせてください。

電源ランプ 状態
緑点灯 電源オン
消灯 電源オフ

液晶付き手元スイッチのみ

あたま あ  し たかさ

速さ ふつう

0° 0°22cm
設定

電源
決
定

戻
る

電源ランプ

電源ボタン

設定ロック

ポイント

解
除

全
ロ
ッ
ク

解
除

全
ロ
ッ
ク

設定ロック

設定ロック

解
除

全
ロ
ッ
ク

設定ロック

解
除

全
ロ
ッ
ク

あたま
ロック

あ  し たかさ

速さ ふつう

0° 0°22cm

ロック表示

付属の
専用キー

ポイント位置が「設定ロック」の時
メニューボタン操作が出来ません。
各ACTのみ操作が出来ますが、動作ロック設定をして
いるACTは動かせません。

ポイント位置が「全ロック」の時
電源ボタンを含めすべてのボタン操作ができません。
ボタンを押すと、ブザーが鳴りロック画面が表示され
ます。

ポイント位置が「解除」の時
全ての操作が可能で、初期設定は「解除」となっていま
す。

あたま
あし

あたま

あし

たかさ

電源ランプ
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■各種設定の仕方
設定画面１～４ 設定画面５～８

画面表示 表示条件 画面表示 表示条件
・	設定『△ or ▽』ボタンを押すと各

項目のカーソルが移動します。
※ボタン操作を４０秒しない場合は
元に戻ります。

・	設定『△ or ▽』ボタンを押すと各
項目のカーソルが移動します。

※ボタン操作を４０秒しない場合は
元に戻ります。設

　定

動作ロック

ポジションメモリー

速さ

高さ設定

設

　定

音声

オートオフ時間

リセット

ケアモード

対応する
ACTのSW
を押す
△でロック
▽で解除

決定

決定

決定ボタン④を押す
または２秒経過で
下記の画面に切り替わる

無操作40秒
経過時、
待機画面へ

決定ボタン④

△ボタン②

基本画面に戻る。

設定画面１～８に戻る。

２モーション仕様は
あし表示はありません。

設

　定

動作ロック

ポジションメモリー

速さ

高さ設定

設

　定

音声

オートオフ時間

リセット

ケアモード

対応する
ACTのSW
を押す
△でロック
▽で解除

決定

決定

決定ボタン④を押す
または２秒経過で
下記の画面に切り替わる

無操作40秒
経過時、
待機画面へ

決定ボタン④

△ボタン②

基本画面に戻る。

設定画面１～８に戻る。

２モーション仕様は
あし表示はありません。

★注意事項
誤操作防止

内容

動作中に２つ以上のボタンが同時押しされた場合は、動作を停止して初期画面表示になります。

ボタン連打が出来ない仕様となっています。

スイッチ操作により音声再生中は別操作を受け付けません。
音声再生完了後、他のスイッチ操作を受け付けます。
電源投入時にボタンが押されていても、そのボタンの動作はしません。
ボタンを離し、しばらくたってから操作をして下さい。

液晶付き手元スイッチのみ
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● 動作ロック設定の仕方

各設定項目はケアモード状態以外、電源を切った後でも記憶されます。
1. 	設定画面にて各ACTの△▽ボタンを1回押す毎に対応するACTのロックON/OFF が切

り替わります。
2. 	設定画面で40秒操作が無い場合は、基本画面へ移行します。この時、設定は更新されま

せん。
3.	 「以下のとおり設定が完了しました」の表示2秒後、設定完成画面に戻ります。
4. 	動作ロック後は、制限されたACTの操作スイッチを押しても動作せず、ブザーを鳴らす

と共にロック画面を表示されます。
5. 	背足連動（あたまあし）操作については背足いずれかのACTがロックされている場合は

操作無効となります。
6. 	手元スイッチ背面のロックキーが解除状態でも、動作ロック設定は有効となり、動作ロッ

ク設定をしているACTは操作無効です。

設

　定

動作ロック

ポジションメモリー

速さ

高さ設定

設

　定

音声

オートオフ時間

リセット

ケアモード

決定

決定

決定ボタン④を押す
または２秒経過で
下記の画面に切り替わる

決
定
ボ
タ
ン
④

△
ボ
タ
ン
②

基本画面に戻る設定画面１～８に戻る
※２モーション仕様は
　あし表示はありません。

対応する
ACTのSW
を押す
△でロック
▽で解除
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● ポジションメモリー設定の仕方

各設定項目はケアモード状態以外、電源を切った後でも記憶されます。
1. 	ポジションメモリー設定にて各ACTのポジションを設定できます。
2. 	設定画面で40秒操作が無い場合は、基本画面へ移行します。この時、設定は更新されま

せん。
3.	各 ACT操作でメモリ位置に到達した際、ブザー音と共にACTが一旦停止します。
	 ボタンを離して再度押すと、ACTが動作します。
4.	あたまあし連動操作の場合は、あたま、あし双方のポジションメモリー設定を有効となり

ます。（どちらの設定位置でも一旦停止）
5. 	動作ロック設定されているACTは動作しません。

決定

決定

決
定

各ACT操作し
記憶位置へ

各ACTのSW操作し
記憶させるACT選択

決定ボタン④を押す
または２秒経過で
下記の画面に切り替わる

決
定
ボ
タ
ン
④

△
ボ
タ
ン
②

基本画面に戻る設定画面１～８に戻る
※２モーション仕様は
　あし表示はありません。



27

● 速さ設定の仕方

各設定項目はケアモード状態以外、電源を切った後でも記憶されます。
1. 	速さ設定にてACT速度を「ふつう」と「はやい」で切り替えられます。
2. 	設定画面で40秒操作が無い場合は、基本画面へ移行します。この時、設定は更新されま

せん。
3. 「はやい」に設定すると、「ふつう」より25％速度が上がります。

決定 決定

決定

メニュー△▽
②③で
カーソル移動

決定ボタン④を押す
または２秒経過で
下記の画面に切り替わる

決
定
ボ
タ
ン
④

△
ボ
タ
ン
②

基本画面に戻る設定画面１～８に戻る
※２モーション仕様は
　あし表示はありません。
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● 高さ設定の仕方

決定 決定

決定 決定

決定

決定

決定

メニュー△▽
SW2,3で
カーソル移動

メニュー△▽
SW2,3で
カーソル移動

28 68

26

決定ボタン④を押す
または２秒経過で
下記の画面に切り替わる

決
定
ボ
タ
ン
④

△
ボ
タ
ン
②

基本画面に戻る設定画面１～８に戻る

メニュー△▽
で数値変更

メニュー△▽
で数値変更

決定

メニュー△▽
②③で
カーソル移動

※２モーション仕様は
　あし表示はありません。
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各設定項目はケアモード状態以外、電源を切った後でも記憶されます。
1. 	通常の高さは20cm～ 60cm、高さ設定にてマットレスやキャスターを付けた高さに設

定できます。
①	マットレスの高さは 1cm単位で調整できます。設定可能範囲は1～ 24cm （初期値

0cm）

②	ボトム面（初期値０ｃｍ）
	 ベッドの標準足を別の高さの足に変えた場合に設定します。
	 入力可能範囲は２０～７５cm （補正値：０ｃｍ～＋１５ｃｍ）
	 現状のベッド高さ（マットレス厚みを除くボトム面の高さ）を実測し入力してください。
	 キャスター設定をされた場合、自動的にボトム面の設定は初期化され、補正値＋０cmと

なります。

③	キャスター（初期補正値０cm：未選択）
	 キャスターA ：画面表示「φ75」：標準高さに対する補正値：＋７cm
	 キャスターB ：画面表示「φ100」：標準高さに対する補正値：＋１０cm
	 初期値は未選択の補正値＋０cm。

※一度キャスターAまたはBを選択するとリセット設定またはボトム面の入力設定でしか初期化さ
れません。

	 ボトム面の数値設定が行われた場合は、キャスター設定は初期化され初期補正値の０cm
に戻ります。
下記②ボトム面と③キャスターの設定は、いずれかしか設定出来きません。
したがって、ボトム面の設定をするとキャスター値は初期化されます。
同様にキャスターを設定した場合、ボトム面の設定値が初期化されます。

2. 設定画面で40秒操作が無い場合は、基本画面へ移行します。この時、設定は更新されま
せん。

初期値：
　高さ表示値：２０～６０cm
　　この際の各設定：
　　　マットレス高さ：０cm
　　　ボトム面：０（補正無し）
　　　キャスター値：０ｃｍ

あたま
メモリ ロック

は さ み 込 み 注 意

あ  し たかさ

速さ ふつう

0° 0°22cm
① ② ③

④
⑤

⑥

⑦
⑧

⑨

⑩⑪

あたま
メモリ ロック

あ  し たかさ

速さ ふつう

0° 0°22cm

あたま
メモリ ロック

あ  し たかさ

速さ ふつう

36° 0°28cm

数値点滅しない

マットレス

ボトム面

バッテリー表示　フル

マットレス面

点滅 動作中 停止中

あたま
メモリ ロック

あ  し たかさ

速さ ふつう

0° 0°22cm
バッテリー表示　ロー

・あたまとあしとも1°以上の場合

・あたま1°以上、あし1°になっていない場合

・あたま1°になっていない、あし1°以上の場合

・あたまとあしとも1°になっていない場合
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● 音声設定の仕方

各設定項目はケアモード状態以外、電源を切った後でも記憶されます。
1. 	音声設定にて鳴動ON/OFF を切り替えられます。
2. 	画面で40秒操作が無い場合は、基本画面へ移行します。この時、設定は更新されません。
3. 音声OFF設定時、音声は出ませんが、ブザーは鳴ります。

決定ボタン④を押す
または２秒経過で
下記の画面に切り替わる

決
定
ボ
タ
ン
④

△
ボ
タ
ン
②

基本画面に戻る設定画面１～８に戻る

メニュー△▽
②③で
カーソル移動

決定 決定

決定

※２モーション仕様は
　あし表示はありません。
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● オートオフ時間設定の仕方

各設定項目はケアモード状態以外、電源を切った後でも記憶されます。
1. 	オートオフ時間設定にて、画面が自動的に消えるまでの時間を設定できます。
2. 	設定画面で40秒操作が無い場合は、基本画面へ移行します。このとき、設定値は更新さ

れず前値保持されます。
3. 	待機モード中は、電源ランプは緑点灯しています。

メニュー△▽
②③で
数値変化
30秒、1分～
10分（1分刻み）

決定

決定

決定ボタン④を押す
または２秒経過で
下記の画面に切り替わる

決
定
ボ
タ
ン
④

△
ボ
タ
ン
②

基本画面に戻る設定画面１～８に戻る
※２モーション仕様は
　あし表示はありません。
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● リセット設定の仕方

1. 	リセット設定にてリセット操作を行います。
初期状態は以下となります。
①	動作ロック：全て動作可能
②	ポジションメモリー：全消去
③	速さ：ふつう
④	音声：オン
⑤	高さ設定：20cm（マットレス厚み０ｃｍ、キャスター無し、ボトム面補正０ｃｍ）
⑥	電源オフ時間：1分間
⑦	ケアモード：オフ

2. 	設定画面で40秒操作が無い場合は、基本画面へ移行します。このとき、設定は更新され
ません。

メニュー△▽
②③で
カーソル移動

共通設定終了処理へ決定 決定

決定

決定ボタン④を押す
または２秒経過で
下記の画面に切り替わる

決
定
ボ
タ
ン
④

△
ボ
タ
ン
②

基本画面に戻る設定画面１～８に戻る
※２モーション仕様は
　あし表示はありません。
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● ケアモード 設定の仕方

1. 	ケアモード設定にて移行する操作と、待機中に「メニュー▽」＋「戻る」ボタン同時押し
により移行する操作の二通りです。

	 ケアモード設定がOFF でも「メニュー▽」＋「戻る」ボタン同時押しによるケアモード
操作は有効です。

2. 	ケアモードオン画面を表示し音声を再生します。画面は2秒後にケアモード操作画面へ切
り替わり、各操作を受け付けます。

3. 	ケアモード操作中はロック設定や速度設定を無視し100％で操作に従い動作します。音
声再生もしません。

4. 	ケアモード操作時もポジションメモリーの一時停止機能は有効です。
5.	ケアモード操作状態で無操作60秒経過すると自動的に基本画面へ戻ります（ケアモード

は解除）。
6. 	設定画面で40秒操作が無い場合は、基本画面へ移行します。このとき、設定は更新され

ません。

メニュー△▽
②③で
カーソル移動

２秒後に
ケアモード
操作画面へ

ケアモード操作中画面
無操作60秒継続で
基本画面へ復帰

決定 決定

決定

共通設定終了処理へ

※２モーション仕様は
　あし表示はありません。



34

	■ 足ボトム先端角度切り替えについて
	 膝上げ時の足先の角度を切り替えることができます。

　警　告
●	切り替え調整作業は、手や腕などをはさまないよう注意して行ってください。
●ベッドをご使用中の場合は、ベッドから降りていただき、切り替え調整作業を
行ってください。

約7度

①	脚ボトムを持ち上げながら、ステーをホルダーには
めこみます。

②	脚ボトムをゆっくりとおろします。

●	脚ボトムをおろしたときにローラーが幅出しフレー
ムに載っていることを確認してください。

①	脚ボトムを持ち上げながら、ステーをホルダーから
外します。

②	脚ボトムをゆっくりとおろします。

●	調整作業は膝ボトムを水平まで下げてから行ってく
ださい。

●	ステーが左右とも受け金具の上に確実に載っている
ことを確認してから使用してください。

『かかとさげ』　　○膝あげ動作時に脚ボトム先端はあがりません。

『かかとあげ』　　○膝あげ動作に連動して脚ボトム先端があがります。

膝上げ時

ホルダー

ステー

ホルダー
ステー

切替方法

切替方法

膝上げ時
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	■ 日常のお手入れ

　注　意
●	ベッドをお手入れするときは、誤動作による事故を防止するため、電源プラグ
をコンセントから外してください。

●	シンナー・ベンジンなどの揮発性の高い薬品は絶対
に使用しないでください。

●	木製ヘッドフッドボードにアルコール系消毒液を吹
きかける場合は噴霧後必ずふき取ってください。
※吹きかけたまま放置すると、色落ちする場合が
あります。

　警　告
ベッドに水やお湯をかけて掃除しないでください。ショートして感電の恐れがあ
ります。

	● ベッド・サイドレール・ベッド用グリップなどのお手入れ	 	
水で薄めた中性洗剤に布を浸し、よく絞ってから汚れを拭き、乾いた布でよく拭
き取ります。シンナー・ベンジンなどの揮発性の高い薬品は絶対に使用しないで
ください。

	● マットレスお手入れ	 	
使用の状態に応じて2週間から4週間に一度、ベッドから降ろし風通しの良いとこ
ろで陰干してください。

	● ネジ類のゆるみの点検	 	
ノブボルトなど、取り付けネジがゆるんでいないか時々点検してください。ゆるん
でいるネジは締めるようにしてください。

『消毒について』
○	全ユニットで使用できる消毒薬
	 エタノール：76.9 〜 82.4％
	 次亜塩素酸ナトリウム：0.02〜 0.05％
	 塩化ベンザルコニウム：0.05〜 0.2％

シ
ン
ナ
ー

ベ
ン
ジ
ン
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5.	機種別組み立てガイド
■	ユニットの組合せ

■	LUMOシリーズでは下表のユニット組合せを使用してください。
	 オプションについては、「適合オプションについて」（60 ～ 61ページ）をご確認ください。

　警　告
ベッドは下表のユニットを確認した上で組合せで組み立ててください。誤った組
合せで使用すると、けがや故障の原因となります。

	 ※各ユニットの番号は梱包用の段ボールおよび製品識別表示ラベルに記載されています。

■ LUMOシリーズ91幅　2モーション仕様
　RB-201/RB-201S

組立順序
ユニット名称 ユニットコード 組立説明

ユニット番号

□1 XBハイローユニット BFAX8000 P42〜43

□2 RBモーターユニット頭側箱入 BFAX8010R P44〜45

□3 RB2Mモーターユニット足側箱入 BFAX8022R P46〜48

□4□5 XBS91幅出しユニット箱入 BFAX8035 P49〜52

□6
XB91ボトムユニット箱入 BFAX8040 P53〜56
XB91Sボトムユニット箱入 BFAX8045 P53〜56

□7 RB薄型ヘッドフットボード箱入 BFAX8057R P57〜59

■ LUMOシリーズ91幅　3モーション仕様
　RB-301/RB-301S

組立順序
ユニット名称 ユニットコード 組立説明

ユニット番号

□1 XBハイローユニット BFAX8000 P43〜44

□2 RBモーターユニット頭側箱入 BFAX8010R P45〜46

□3 RB3Mモーターユニット足側箱入 BFAX8023R P47〜49

□4□5 XBS91幅出しユニット箱入 BFAX8035 P50〜53

□6
XB91ボトムユニット箱入 BFAX8040 P54〜57
XB91Sボトムユニット箱入 BFAX8045 P54〜57

□7 RB薄型ヘッドフットボード箱入 BFAX8057R P58〜60
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スナップピン

アクチュエーター
（モーター）

スナップピンピン

スナップピンをしっかり
奥まで入れて下さい。

6.	組み立てる前の準備

　注　意
ベッドを組み立てるときは、誤動作による事故を防止するため、電源プラグをコ
ンセントから外して作業を行います。ただし、ベッドを稼働させる必要があると
きは、組み立て手順の指示に従い電源プラグをコンセントに差し込んでください。	
ベッドを組み立てるときは、各部品の駆動部に指などをはさまないように注意し
てください。

	● 組み立ては必ず大人2名以上で行ってください。
	● ベッドは一度組み立てると移動させることが困難です。	 	
ベッドを利用される方が車いすに乗り降りする場合、ベッドの横に車いすを横付けできるスペースを
確保してください。また、介護の方がベッドの周りで介護するためのスペースなども十分に確保して
ベッドを設置してください。ベッドと壁の間隔については下の図を参照して設置を行ってください。

	● ベッドは電動で動きます。背・膝上げ操作、特に高さ方向においては、ベッドが動
くにつれ高さ寸法が増していくので、ベッド周辺の家具および構造物の一部に当た
らないようにしてください。

3cm以上

1m以上

脚側
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7.	LUMOシリーズの組み立て方法
	■ パッケージごとの内容物と付属品
開梱後、下記の部品がすべて揃っていること、破損していないことを確認してください。
万一、部品の不足や破損があった場合には、販売店または直接弊社までご連絡ください。

　注　意
●	重量のあるユニットを組立てたり移動する際は、2人以上で作業を行ってくだ
さい。背や腰などをいためるおそれがあります。

●	組立ての際にはユニット同士やユニットの可動部で手をはさまないように注意
してください。けがをするおそれがあります。

1.	 連結ピンとスナップピンで固定する箇所には１から
順番に数字のマークがついています。その数字に沿
って固定してください。

2.	 安全に組み立てる事が出来るよう、持つ場所に手の
マークがついています。推奨するマークの箇所を持
って組み立てて下さい。

3.	 組み立て時合わせる箇所や、置いてから滑らせる箇
所には→マークがあります。組み立てる際の目印に
して下さい。
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■
付
属
品

■
組
立
付
属
部
品

■
脚
座

取扱説明書（本書）

プッシュリベット×4

脚座×4

ノブボルト×4 マットレス止め91幅用×4 ※

スナップピン×9 連結ピン（10×52㎜）×6

連結ピン（10×39㎜）×1
（ハイロー、モーター接続用）連結ピン（8×61㎜）×2

（背ボトム組み立て用）

1700×740×150　（mm） XBハイローユニット（BFAX8000）

製品識別表示ラベル

製品識別表示ラベル

製品識別表示ラベル

商品No. BFAX8000＊
商品名 XBハイローユニット
シリアルNo. ○○○○○○○○○○○○

R 0 8 0 1 2 2 0 6 0 0 3 T

1150×640×150　（mm） RBモーターユニット頭側箱入（BFAX8010R）

RB2Mモーターユニット足側箱入（BFAX8022R）
RB3Mモーターユニット足側箱入（BFAX8023R）1050×590×190　（mm）

※100幅ベッドには使用しません。

2 頭側モーターユニット　15.4kg（18.2kg）

3 足側モーターユニット　14.1kg（16.5kg）

1 ハイローユニット　19.7kg（23.2kg）

※（　）内の数字は梱包材を含む質量です。
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91幅：965×940×145 （mm）

頭側

XBS91幅出しユニット(BFAX8035)

足側

製品識別表示ラベル

45 XBS幅出しユニット
18.2kg (20.3kg)

91幅：17.2kg(20.1kg)
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BFAX8057R ： 930×550×90（ｍｍ）

RB薄型ヘッドフットボード箱入（BFAX8057R)

ヘッドボード

フットボード

製品識別表示ラベル
（裏側）

フットボード

製品識別表示ラベル
（裏側）

6 ボトムユニット	　レギュラーサイズ：16.1kg（19.1kg）
	 	 ショートサイズ：15.8kg（18.8kg）

7 ヘッド・フットボード
	 BFAX8057R：10.5kg（11.8kg）

レギュラーサイズ：1110×940×120（mm）
ショートサイズ：1050×940×120（mm）

XB91ボトムユニット（BFAX8040）
XB91Sボトムユニット（BFAX8045）

製品識別表示ラベル
（裏側）
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【91幅の場合】
①	脚座をハイローユニットに４か所取り付けます。脚座はプッシュリベットで上から固定

してください。

91幅ベッドに
キャスターを取り付ける場合

100幅ベッドに
キャスターを取り付ける場合

【100幅の場合】
①	アダプターをハイローユニット4か所に取り付けます。
※	梱包箱 □4 □5 に同梱されていますので先に取り出してく

ださい。

②脚座を取り付けます。

1 ハイローユニット

プッシュリベット

キャスター

キャスター
付属のボルト

脚座

プッシュリベットはしっかりと
押し込みます。

キャスターはアダプターが最初
からついています。
本体のフレームにアダプターを
差し込み付属のネジで固定して
ください。

アダプターを取り付けた（上記①）後に
キャスターを取り付けてください。

キャスター取付の詳細はキャスターの
取扱説明書をご覧ください。

1 	脚座を取り付けます

ボルト

アダプター
スプリングワッシャー
平ワッシャー

　注　意
	 アダプターは必ず取り付けてください。ベッドの安定性が低下しけがをする
おそれがあります。
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②	ベッドを使用する位置にハイローユニットを設置します。

	 ベッドは組み立てが完了すると、重量があるため簡単に移動できません。あらか
じめベッドを使用する位置にハイローユニットを設置してから組み立てを行いま
しょう。

　警　告
ベッドは組み立てが完了すると99kgとなります。ベッドを設置する床の耐荷重
に注意してください。	

	 ハイローユニットは頭側を識別するラベルが貼ってあります。設置する方向を確
認して組み立てを行ってください。脚座を４か所取り付けます。脚座はプッシュ
リベットで固定します。

	 脚座取り付け後、固定してある固定バンドを取り外します。

　警　告
●ベッドが安定していることを確認してください。安定しない状態で使用する
と、思わぬけがや破損の原因となります。

●固定バンドは必ず外して下さい。固定バンドで固定されたままベッドを動かす
と、思わぬけがや破損の原因になります。

固定バンド

固定バンド

固定バンド
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2 	頭側モーターユニットを取り付けます

	 頭側を識別するラベルが貼ってあります。取付け時には設置する方向を確認し
てから取付けてください。

　注　意
	 組立の際は手指などをはさまないように注意してください。

②	ハイローユニット側のローラーと頭側モーターユニットの矢印を合わせ、滑らせるよう
に設置します。正しく設置できると枠内右図の様になります。

①	ハイローユニットに頭側モーターユニットを静かに降ろします。
	 ※モーターユニットを持つ場合は手のマークがある所を持って下さい。

頭側モーターユニット

1 ハイローユニット

スナップピン

連結ピン

頭側モーターユニット
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2 頭側モーターユニット

固定バンド

③	ハイローユニットの1番のシールの箇所と頭側モーターユニットを連結ピンとスナップ
ピンで固定します。

連結ピン

スナップ
ピン

④	固定してある固定バンドを取り外します。
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（ハイロー、
モーター接続用）

3 	足側モーターユニットを取り付けます

連結ピン

連結ピン

スナップピン

スナップピン

3 足側モーターユニット

ステーに置き、ピンに
合わせて奥まで挿し込む

スナップピン

連結ピン

①	足側モーターユニットの接続金具部を頭側モーターユニットのステーに合わせ静かに降
ろします。

②	2番のシールがある個所へ連結ピンとスナップピンを使い、固定します。

	 連結ピンが入りにくい際には、足側モーターユニットをしっかりと奥まで押し込
んでください。

③	3番のシールがある箇所（U字金具の下部）へ連結ピンとスナップピンを使い、固定します。

	 3番を固定する際はローラーを持ち上げながら連結ピンを差し込みます。
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④	足側モーターユニットとハイローユニットの4番のシールがある箇所を連結ピンとスナッ
プピンを使い連結します。連結した図は枠図内のようになります。スナップピンはしっ
かりと奥まで入れて下さい。

	 足側を識別するラベルが貼ってあります。取り付け時には設置する方向を確認し
てから取り付けて下さい。

	 モーターユニットとハイローユニットの連結は専用の連結ピン10×39mmを必
ずご使用ください。

連結ピン（ハイロー、モーター接続用）

スナップピン
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⑦	電源コードと手元スイッチが固定されている紐を解き引き出しておきます。

⑤	頭側足側両モーターユニットをハイローユニットに設置したら各モーターユニットにつ
いているコネクタを連結します。
※コネクタの連結はこの１か所となります。

⑥	矢印の方向に抜け止めを倒します。抜け止めで固定されて外れなくなります。

	 しっかりと接続しないと、手元スイッチの液晶画面に「E02」のエラー表記が出ま
す。「E02」表記が出たらしっかりと接続できていない可能性がありますので確認
してください。

しっかりと挿し込んでから
抜け止めを閉じて下さい

コネクタ
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①	レギュラー、ショートサイズがありますので任意の所へ設置します。

4 	頭側幅出しユニットを取り付けます

ショート用 レギュラー用

ノブボルト

※イラストはXBですが、組立方法はXBSも
　同様になります。

4 頭側幅出しユニット

ショート用 レギュラー用

連結ピン

②	頭側モーターユニットの連結ピンに頭側幅出しユニットの連結金具をはめ込みます。
※	連結金具の内側をはめるとレギュラーサイズ、外側をはめるとショートサイズになり

ます。はめ込む際はサイズにご注意ください。

	 頭側を識別するラベルが貼ってあります。取り付け時には設置する方向を確認し
てから取り付けて下さい。
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③	付属のノブボルトで左右共に仮締めします。

ノブボルト

5 	足側幅出しユニットを取り付けます
①	レギュラー、ショートサイズがありますので任意の所へ設置します。

ショート用

レギュラー用

ノブボルト

5 足側幅出しユニット
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ショート用

レギュラー用

連結ピン

③	付属のノブボルトで左右共に仮締めします。

ノブボルト

②	足側モーターユニットの連結ピンに足側幅出しユニットの連結金具をはめ込みます。
※	連結金具の内側をはめるとレギュラーサイズ、外側をはめるとショートサイズになり

ます。はめ込む際はサイズにご注意ください。

	 足側を識別するラベルが貼ってあります。取り付け時には設置する方向を確認し
てから取り付けて下さい。
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④	センターカバーを取り付けます。※XBベッドの場合のみ。

	 取り付けし難い場合はノブボルトを緩めてください。

コード止めクリップ

⑥	足側左右と、真ん中左右合計４か所にコード止めクリップがついています。手元ス
イッチ、電源コードを止めるためにご使用ください。

⑤	ノブボルト（4箇所）を締め込み固定します。

センターカバー
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①	頭側モーターユニットの連結ピンと背ボトムの連結金具をはめ込みます。

②	図のように背ボトムを手で最後まで背上げします。連結ピンと連結金具がしっかりと固
定されていないとボトムが外れてしますので注意してください。

③	付属の連結ピンとスナップピンを使い固定します。

背ボトム連結金具

頭側モーター
ユニット
連結ピン

連結金具スナップピン

連結ピン

6 	背ボトムを取り付けます

スナップピン

連結ピン

6 背ボトム
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①	幅出しユニットのアミがけ■の部分と、ボトムの端を合わせるように上から静かに置き
ます。置いたらボトムを上から押します。

②	本体についている連結ピンとボトムについているロック金具が図のようにはまります。

7 	腰・膝・足ボトムを取り付けます

本体連結ピン

ボトム側ロック金具

6 腰・膝・足ボトム

　注　意
ロック金具が連結ピンにしっかりとはまっていることを確認してください。
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連結ピン

黒い金具

黒い金具

腰・膝・足ボトム裏面

連結ピン

スナップピン

スナップピン

　注　意
変更の際は必ず左右の金具を同じ向きにして下さい。左右が違うまま膝上げを行
うと故障の原因になります。

通常は足側に金具が設定されています、膝の曲がりが合わない大腿部の大柄な
方は腰側に変更する事で、膝の曲がり位置が変更出来きます。

　注　意
ボトムを逆に折ると、破損の危険があります。

■ボトムの膝曲げ位置の変更の仕方について
腰・膝・足ボトムは膝曲げ位置が変更出来ます。膝の
曲がりの位置が合わない場合は調整してください。

1	 右図のように連結ピンとスナップピンを外します。

2	 黒い金具を逆方向に倒します。

3	 外した連結ピンとスナップピンを使い、反対側で固
定します。

4	 変更完了。
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足側マットレス止め

マットレス止め（サイド）
マットレス止め
（サイド）

マットレス受け

91幅及び100幅の取り付け位置

100幅の取り付け位置

　注　意
	 マットレス止め及びマットレス受けは必ず取り付けてください。	
マットレスがずれてけがをするおそれがあります。

1

2

④ 足側マットレス止めを取り付けます。1：斜め上から穴に差し込み、2：上から押して
しっかり固定します。

91幅 100幅

③マットレス止め（サイド）及びマットレス受けを取り付けます。
　1.下図の〇部の穴にマットレス止め及びマットレス受けの凸部を差し込みます。
　2.矢印の様に外側に押しながらカチッと音がするまで差し込みます。

BFAX8057及びBFAX8058の場合
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BFAX8057及びBFAX8058の場合

8 	ヘッド・フットボードを取り付けます
	 ※イラストは木製ヘッドフットボードですが組立方法は他機種も同様になります。

①	ヘッドボードの連結金具2カ所のロック金具を解除します。

7 ヘッドボード

7 フットボード

ロック金具

ロック金具

連結金具
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BFAX8057及びBFAX8058の場合

②	頭側・足側の各幅出しユニットの連結金具２か所にボードをはめ込みます。各幅出しユ
ニットの連結ピンは上下に設置されています。連結ピンの上には（a）を、連結ピンの下に
は（ｂ）を連結してください。

③	ヘッドボードの連結金具2カ所の金具をロックします。

④	ロック金具を矢印の方向に押し込みます。

	 フットボードの取り付けはヘッドボードと同様です。①〜④を参考にしてフット
ボードを足側幅だしフレームに取り付けてください。

ロック金具

ロック金具

ロック

（ａ）

（ｂ）

頭側幅だしフレーム
連結ピン（上）

頭側幅だしフレーム連結ピン（下）
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　注　意
●	取り付け・取り外し時に手指をはさまないよう注意してください。けがをする
おそれがあります。

●	取り付け・取り外し時に無理に押したり引っ張ったりしないでください。破損
するおそれがあります。

●	棚の中にものが入ったまま取り外さないでください。収納物が落下して破損し
たり、けがをするおそれがあります。

【樹脂ボードの棚の取り付け・取り外しについて】
棚部分は取り外して足側に取り付けることができます。

取り外し方法
棚の〇部分（どちらか）をつかみ上に引き上げると棚が外れます。

取り付け方法
①	どちらかの端部をボード本体の突起部に差し込みます。
②	そのまま反対側も本体の突起に差し込みます。

棚をたわませながら差し込んでください。

③	中央の凸部を本体の溝に差し込んで取付完了です。

取り付け状態

取り付け状態
①

②

③
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	■ 適合オプションについて

　警　告
●	オプションは正しい組合せを確認した上でご使用ください。誤った組合せで使用
すると、思わぬけがや故障の原因となります。

	 各オプションの品番は段ボール箱・製品識別表示ラベルに記載されています。
●	各オプションの適合表に記載の適合品以外は使用しないでください。意図せぬす
き間の発生や製品の破損・変形などにより、けがをするおそれがあります。

●	必ず各オプションの取扱説明書をお読みください。

■適合表
製　品　名 品　　番 ページ

キャスター CA-0922, -0923 60

さしこみサイドレール RR-102, RL-103, RSR-104, RSL-105, CAS-143W （別図）

固定型サイドレール CAS-578W （別図）

ベッド用グリップ RG-101 （別図）

マットレス 61

XB延長脚 CA-0924 61

	■ キャスター
■	キャスターを取付けるとベッドの移動を補助したり、床からの高さを高くすることがで

きます。

■キャスター適合表
品　　番 製　品　名 床からボトム上面までの高さ

CA-0922 XB四輪ダブルロックキャスター100㎜ 300mm～700mm

CA-0923 XB四輪ダブルロックキャスター75㎜ 275mm～675mm
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	■ 延長脚
品　　番 製　品　名 床からボトム上面までの高さ

CA-0924 XB延長脚 250mm～650mm

	■ マットレス
ベッドサイズ マットレスサイズ　(mm)

91幅レギュラー 長さ1910mm*幅 910mm*厚さ60mm以上160mm以下

91幅ショート 長さ1800mm*幅 910mm*厚さ60mm以上160mm以下

100幅レギュラー 長さ1910mm*幅 1000mm*厚さ60mm以上160mm以下

●	仕様変更などによりこの取扱説明書の記述と一部異なる場合があります。
	 ご不明な点は販売店または直接弊社までお問い合せください。

	■ サイドレール・ベッド用グリップの取り付けについて
サイドレール、ベッド用グリップのベッドへの取付けは下記の図表を参照して、正しい組合
わせで、また正しい向きで取付けてください。
※サイドレール、ベッド用グリップはベッドのサイズに合わせてお選びください。
※各サイドレール及びベッド用グリップのイラストは（ ）内の最初の品目のイラストになって
います。

※ベッドのイラストはXBベッド（木製ボード）になります。
※寸法はXBベッドの寸法が記載されていますが、寸法末尾に『*a』『*b』マークのある箇所
は機種により記載されている数値と多少異なります。

　　*a: XBベッド樹脂ボード及び薄型ボードの場合 …… +7mm
　　*b: XBSベッド薄型ボード及び樹脂ボードの場合 …  ー13mm
※『91幅のみ』の記載がある組み合わせは100幅ベッドには使用できません。
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レギュラーサイズ

あ
た
ま

あ
し

介助バー
（RG-101） 1202 *a *b

1202 *a

レギュラーサイドレール
（RR-102）

レギュラーサイドレール
（RR-102）

レギュラーサイドレール
（RR-102）

レギュラーサイドレール
（RR-102）

サイドレールS
（CAS-143W）

サイドレールS
（CAS-143W）

771

771
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417 360 *a *b 360 *a *b 417
レギュラーサイドレール
（RR-102）

サイドレールS
（CAS-143W）

サイドレールS
（CAS-143W）

14
レギュラーサイドレール

（RR-102）

レギュラーサイドレール
（RR-102）

介助バー
（RG-101）411

レギュラーサイドレール
（RR-102）

レギュラーサイドレール
（RR-102）

サイドレールS
（CAS-143W）

介助バー
（RG-101）

介助バー
（RG-101） 373 804 *a *b

サイドレールS
（CAS-143W）

サイドレールS
（CAS-143W）1131 サイドレールS

（CAS-143W）

サイドレールS
（CAS-143W）

1562 *a *b

1562 *a 
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ロングサイドレール
（RL-103） 571 サイドレールS

（CAS-143W）

ロングサイドレール
（RL-103）571サイドレールS

（CAS-143W）

ロングサイドレール
（RL-103）

ロングサイドレール
（RL-103）11

ロングサイドレール
（RL-103） 1002 *a *b

サイドレール109
（CAS-8109） 454 *a *b454 *a

ロングサイドレール
（RL-103）1002 *a
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レギュラーサイドレール
（RR-102）

ロングサイドレール
（RSL-105）

ロングサイドレール
（RSL-105）

947*a*b

サイドレールS
（CAS-143W）

サイドレールS
（CAS-143W） 360*a*b667 11

サイドレールS
（CAS-143W）

サイドレールS
（CAS-143W）1021サイドレールS

（CAS-143W） 1452 *a *b

介助バー
（RG-101） 696 *a *b 15

介助バー
（RG-101）

レギュラーサイドレール
（RSR-104）

レギュラーサイドレール
（RR-102）

サイドレールS
（CAS-143W）6611092 *a *b

ショートサイズ

ロングサイドレール
（RSL-105）
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ロングサイドレール
（RSL-105）

ロングサイドレール
（RSL-105）

ロングサイドレール
（RL-103）

ロングサイドレール
（RL-103）892 *a *b 892 *a

461
ロングサイドレール
（RL-103）

サイドレールS
（CAS-143W）

サイドレールS
（CAS-143W）

ロングサイドレール
（RL-103）461

サイドレールS
（CAS-143W）

516

サイドレール98
（CAS-8098）454 *a 454 *a*b

サイドレールS
（CAS-143W） 516
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　警　告
・	 オプション間のすき間やオプションとヘッド・フットボードのすき間に、頭や首が入らないよ
うに注意してください。

・	 各オプションに添付されている取扱説明書も必ずお読みください。
・	 サイドレールは、ベッドで寝ている人の転落予防、寝具の落下予防を目的としています。
立ち上がり時など、支えとしてお使いになる場合はベッド用グリップをお使いください。

・	 誤った組合わせと取付け位置では、意図せぬすき間の発生によりけがをするおそれがあり
ます。

レギュラーサイドレール
（RSR-104）

介助バー
（RG-101）介助バー

（RG-101）

介助バー
（RG-101）

レギュラーサイズ

125

ロングサイドレール
（RL-103） 66

ロングサイドレール
（RL-103）

介助バー
（RG-101）

ロングサイドレール
（RL-103） 211 レギュラーサイドレール

（RR-102）

レギュラーサイドレール
（RSR-104）110 *a *b121ロングサイドレール

（RSL-105）
ロングサイドレール

（RSL-105）

ロングサイドレール
（RSL-105）
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レギュラーサイドレール
（RSR-104）

ショートサイズ

レギュラーサイドレール
（RR-102）301

レギュラーサイドレール
（RR-102）

レギュラーサイドレール
（RR-102）

介助バー
（RG-101）

介助バー
（RG-101）

サイドレールS
（CAS-143W）265

ロングサイドレール
（RL-103）

ロングサイドレール
（RL-103）

110

101
ロングサイドレール
（RL-103）

レギュラーサイドレール
（RR-102）

211
ロングサイドレール
（RL-103）

レギュラーサイドレール
（RSR-104）
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ホルダーストッパー
ホルダー側にスライドする

　注　意
●	サイドレール・ベッド用グリップなどを使用しない場合は、危険ですのでサイ
ドホルダーを収納しておいてください。

	 サイドレール・ベッド用グリップなどを使用しない状態で、サイドホルダーが
出ているとサイドホルダーに衣類などが引っ掛かり転落してけがをするおそれ
があります。

●	eタッチホルダーやベッドに衝撃や強い力、振動等が加わるとホルダーストッ
パーが効かなくなることがあります。

①	サイドレール・ベッド用グリップを取り付ける位置のサイドホルダーを開きます
②	サイドレール等をサイドホルダーに取り付けます。

■オプション部品を取り付ける場合

サイドホルダー
（eタッチホルダー）

     eタッチホルダーを開閉させたくない箇所については、同梱のホルダーストッパー（４個
入り）を任意で取り付けて下さい。

軽く押すと開閉できます。

幅が広い方を外側に向けます

サイドホルダー
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■  介護リフト使用時のご注意
	■ 下記の床走行式電動介護リフトが使用できます。
	 	 　床走行式電動介護リフトに添付されている取扱説明書も必ずお読みください。

	● 床走行式電動介護リフトを使用する際は、専用脚座を取り付けて下さい。この
ベッドに付属されている脚座または、キャスターを使用している場合ベッドと
の併用は出来ません。また、床走行式電動介護リフトの脚の高さが7.5㎝以下
のリフトが使用可能です。

	● 仕様変更などによりこの取扱説明書の記述と一部異なる場合があります。ご不
明な点は販売店または直接弊社までお問い合わせください。

　警　告
・	ベッドの背を上げるとき、およびリフターのアームを下げるときは、ベッドと
リフターのアームとの間に挟まれてけがをする恐れがあります。十分注意して
ください。

・	 ベッドの床を下げるときは、ベッド下部の可動部にリフターの脚や前輪キャス
ターをはさまないように注意してください。はさまれるとけがや破損の恐れが
あります。

注
記
！

アーム

床走行式電動介護リフト

脚
前輪キャスター
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◇使用方法

◇頭あげ位置の切替方法
頭部の曲げ位置は変更することができます。変更
する場合は下記の手順にて作業してください。

1	右図のように連結ピンとスナップピンを外します。

2	黒い金具を逆方向に倒します。

3	外した連結ピンとスナップピンを使い、反対側で
固定します。

4	変更完了。

通常は上側（頭側）に金具が固定されています。
曲がりが合わない方は曲がり位置を変更して
使用してください。

ヘッドアップ用手元スイッチの操作により
背ボトム頭部の角度が調整できます。
（0°～20°）

ヘッドアップ用手元スイッチ

頭あげ

頭
さ
げ

頭
あ
げ

黒い金具背ボトム裏面

連結ピン黒い金具

スナップピン

スナップピン

連結ピン

　注　意
●	変更の際は必ず左右の金具を同じ向きにして下さい。左右が違うまま頭上げを
行うと故障の原因になります。

●	ボトムを逆に折ると、破損の危険があります。
●	ヘッドアップした状態で頭あげ部分に座ったり、衝撃が加わると破損しケガを
する恐れがあります。
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8.	組立後の点検
	■ ベッドの組立てが終わりましたら、ベッドに人が乗っていないことを確
認のうえ、このチェックシートで点検してください。（72～ 75ページ
をコピーしてお使いください。）

	■ 定期点検の際も、このシートを使用してください。
	■ 安全性確保や性能維持、予防保守のために、サービス要員による点検を
1年に1回実施してください。
●サービス要員による点検は、電装品とベッド可動部の変形や損傷、締結部のゆるみ
や脱落などの確認となります。

	■ 異常が認められた場合や詳しい点検をご希望される場合は、販売店また
は弊社までお問い合わせ下さい。

　警　告
組立て後の点検は必ず行ってください。組立てが不十分な状態で使用すると、け
がや故障が発生するおそれがあります。

　注　意
●	手元スイッチを操作しながら点検作業をしている際に異常音や振動が生じた場
合には、すぐにベッドの使用を中止し、販売店または弊社（最終ページ参照）ま
でご連絡ください。

●	キャスターやリフター脚などのオプションを使用の場合は、各製品の「取扱説明
書」に従って、組立・点検を行ってください。

	 脚座の取付け（４ヶ所）

	 ハイローユニットの４ヶ所すべてに脚座がはま
り、ブッシュリベットが確実に取付けられてい
ますか？

	 □	 はい

	 □	 いいえ→42ページ参照

プッシュリベット1
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	 ハイローモーターとハイローユニットの連結

	 連結ピンにスナップピンが確実に差込まれてい
ますか？

	 □	 はい

	 □	 いいえ→44～ 45ページ参照

	 頭側・足側幅出しフレームの取付け位置

	 ボトムサイズと合っていますか？頭側・足側幅
だしフレームがハイローユニットの２ヵ所の連
結ピンに掛かっていますか？

	 □	 はい

	 □	 いいえ→49及び50ページ参照

	

	 頭側・足側幅出しフレームの取付け

	 ノブボルトで確実に締付けられていますか？

	 □	 はい

	 □	 いいえ→50及び52ページ参照

	 頭側・足側モーターユニットのコネクタ接続

	 頭側と脚側のモーターユニットのコネクタはき
ちんと取り付けられていますか？

	 □	 はい

	 □	 いいえ→48ページ参照

ノブボルト

連結金具

連結ピン

連結金具

連結ピン

4

5

3

スナップピン

連結ピン

ハイローモーター

2
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6	 背ボトムの取り付け
	 連結ピンにスナップピンが確実に差込まれてい

ますか？

	 □	 はい

	 □	 いいえ→53ページ参照

	 腰・膝・足ボトムの取り付け

	 本体についている連結ピンとボトムについてい
るロック金具が確実に差し込まれていますか？

	 □	 はい

	 □	 いいえ→54ページ参照

ボトム側ロック金具

本体側連結ピン

連結ピン

スナップピン

7
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	 マットレス止めの取り付け

	 マットレス止め（足側・サイド）が正しい位置に
取付けられていますか。

	 □	 はい

	 □	 いいえ→56ページ参照

	 ヘッド・フットボードのロック

	 ロック金具が確実にロックされていますか？

	 □	 はい

	 □	 いいえ→58ページ参照

	 ベッド操作時の確認

	 手元スイッチで背上げ・膝上げ・高さ調節操作を最大まで行った際、以下の問題があり
ませんか？

	 □	 異常ない

	 □	 異常音がする→販売店または弊社へ
	 	 ※場所や状態によってはお客様で注油を行うことができます。

	 □	 ベッドが家具などにあたる→ベッドを移動するか、障害物を取り除いてください。
	 	 →37ページ参照

	 安全ラベルのはがれ

	 ラベルがはがれたり、文字が見えなくなっていませんか？

	 □	 いいえ

	 □	 はい（はがれている・文字が見えない）→販売店または弊社営業所へ

11

10

9

8

BFAX8057及びBFAX8058の場合

ロック金具

ロック

（ａ）

（ｂ）

頭側幅だしフレーム
連結ピン（上）

頭側幅だしフレーム
連結ピン（下）
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9.	分解方法

ベッドを分解する前に以下の作業を行ってください。

	● ベッドに装着しているオプションパーツなどがありましたら取り外します。

	● 寝具、マットレスをベッドから降ろします。

	● 背ボトム、膝ボトムを最低位置まで下げます。

	● ベッド床高さを最低位置まで下げます。

	● 電源プラグをコンセントから抜きます。

　注　意
ベッドを分解するときは、誤動作による事故を防止するため、電源プラグをコン
セントから外して作業を行います。ただし、必要に応じてベッドを稼働させる必
要があるときは、分解手順の指示に従い電源プラグをコンセントに差し込んでく
ださい。		
ベッドを分解するときは、各部品の駆動部に指などをはさまないように注意して
ください。

	● 分解は必ず大人2名以上で行ってください。

	● 取り外したスナップピン、連結ピン、プッシュリベットは紛失しないように袋など
に入れ保管してください。 
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BFAX8057及びBFAX8058の場合

1 	ヘッドボード・フットボードを取り外します
①	ヘッドボードを取り外します。ヘッドボードの2カ所の連結金具のロック金具を解除し

て、ヘッドボードを斜め上方向に引き上げながら取り外します。
	 ※イラストは木製ヘッドフットボードですが組立方法は他機種も同様になります。

	 取り外したヘッドボードの連結金具の2カ所のロック金具は、搬送中の破損を防
止するため、必ずロック位置に戻して梱包してください。

	 フットボードの取り外しはヘッドボードと同様です。①を参照してヘッドボード
を取り外してください。

ロック金具

ロック金具

解除

連結金具

ロック金具
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マットレス止め（サイド）

マットレス受け

ここに指をかけて取り外します。

裏側

足側マットレス止め

	 マットレス止め（サイド）を手前にスライドさせます。脚ボトムのメッシュから
マットレス止め（サイド）のツメを外して取り外します。上部を内側に倒す様に押
すと簡単に外れます。

	 足側マットレス止めは矢印の方向に引っ張り上げて外します。

2 	腰・膝・足ボトムを取り外します

91幅 100幅

100幅
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①	センターカバーを取り外します。

②	腰・膝・足ボトムのつまみを持ち上げ、両脇のロック金具をずらし外します。

腰・膝・足ボトム全体
を横に押すと外れる

本体連結ピン

ボトム側ロック金具

	 壁際に設置していて、壁側のロック金具がずらせない場合は片方のロック金具を
ずらしボトム全体をずらせない方向に押す事でも外せます。

　注　意
	 ボトムを逆に折ると、破損の危険があります。
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3 	背ボトムを取り外します
①	図のように背ボトムを起こし、頭側モーターユニットと連結している左右の連結部のス

ナップピンを抜き取り、連結ピンを引き抜きます。

スナップピン

連結ピン

②	背ボトムを倒して頭側に少しずらしながら持ち上げて取り外します。
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4 	足側・頭側幅出しフレームを取り外します
①	コード止めクリップに電源コード・手元スイッチのコードを止めてある場合は最初に外し

てください。頭側・足側幅出しフレームについているノブボルトを外します。

ノブボルト

②	電源コードと手元スイッチのコードがコード止めクリップに固定されている場合は取り
外しておいてください。

③	幅出しフレームを内側から持ち上げて外します。
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5 	足側モーターユニットを取り外します
①	2・3・4の数字の箇所の連結ピンとスナップピンを抜き取ります。

②	電源プラグがコンセントから抜かれていることを再度確認してください。
③	コネクタの抜け止めを右図中央のように持ち上げて、コネクタを外します。

スナップピン連結ピン

スナップピン

スナップピン

連結ピン

連結ピン

コネクタ
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④	足側モーターユニットの手のマークがある所を持ち、取り外します。
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6 	頭側モーターユニットを取り外します
①	1の数字の箇所の連結ピンとスナップピンを抜き取ります。

②	1の箇所を持ちあげながら外側にずらします。

③	頭側モーターユニットの手のマークがある所を持ち、取り外します。

スナップピン

連結ピン
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7 	脚座を取り外します
①	4つの脚座を取り外します。脚座を固定しているプッシュリベットのピンを棒状のもので

押し込みプッシュリベットを外し、脚座をハイローユニットから引き抜いてください。

　警　告
キャスター自体を回して取り外すとキャスターを破損する恐れがあります。	
キャスターは必ず専用スパナで取り外してください。

プッシュリベットはピンを棒状のもので軽く押し
込むと外れます。（押し込みすぎないでください。）
※	取りづらい場合はマイナスドライバーのような
物でプッシュリベットを持ち上げてください。

プッシュリベット

キャスター

脚座

ボルト

アダプター

※	キャスターとアダプターは一体式ですので
取り外さないでください。

②の前にキャスターを
取り外します。

【91幅・キャスター付きの場合】

②（100幅ベッドのみ）
100幅ベッドの場合は脚座を取り外した
後にアダプターを取り外します。

【100幅・キャスター付きの場合】
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	■ 停電やベッドの故障時に、背ボトムが上がったままの状態を平らにする
ことができます。

　注　意
駆動部の連結部を外すことにより行います。ベッドをはじめの状態に復旧させる
ものではありません。手元スイッチでの操作は、停電やベッドの故障が回復する
まで使用できません。

①	寝具やマットレスを降ろします。

②	背ボトムとトルクチューブを支えながら、モーター先端のスナップピンと連結ピンを取
り外します。

　注　意
連結部を解除すると、モーターにより駆動していた部分が自由な状態となり平ら
な状態へ戻ります。手などをはさまないように注意してください。

③	背ボトムをゆっくりとおろし、平らな状態にします。

　警　告
モーターの軸を回転させると、故障や人身事故を招く恐れがあります。　　　　
モーターを取り外した場合は、絶対に軸を回転させないでください。	

　注　意
停電やベッドの故障が回復したら、駆動部と連結部を元に戻してください。

10.	 停電・故障時の取り扱いについて

スナップピン

連結ピントルクチューブ
※ローラーが付いているフレーム
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バッテリーの取扱いについて
■XBバッテリーユニット、品番BFAX8060（別売）をご用意いただく事で、
停電時などで電源が確保できない緊急時でも、ベッドを動かす事が出来ます。
※ただし、故障の内容によってはバッテリーを使用出来ない場合があります。

①	足側モーターユニットにXBバッテ
リーユニットを付属の金具とノブボ
ルトを使用し、図のように取り付け
ます。詳しい取付方法はバッテリー
の取扱い説明書を参照ください。

②	足側コントロールボックスのふたを
外しキャップを取り外し、〇の箇所
にバッテリーのコードを接続しま
す。

③	手元スイッチの電源が入ったことを
確認しベッドを動かしてください。

バッテリーは定期的に充電してください。
バッテリーの性質上少しずつ放電してしまいますので、充電が十分でないといざと
いう際に使用できない恐れがあります。

　注　意
バッテリーには寿命があります。バッテリーは充電切れの状態で長く放置すると
寿命が早くなるので定期的に充電をするようにしてください。

バッテリー用手元スイッチ用（オプション）
ヘッドアップ
アクチュエーター用

高さ
アクチュエーター用

足アクチュエーター用

頭アクチュエーター用 付属金具

付属金具と
ノブボルト
取付位置

バッテリーコード取付位置

ノブボルト

バッテリー本体
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11.	 仕様について
	■ LUMOシリーズ

名称 LUMOシリーズ　91幅

品番
レギュラー RB-201/RB-301

ショート RB-301/RB-301S

マットレス幅(mm) 910

ベッド全長(mm)
レギュラー 2011

ショート 1901

ベッド全幅(mm) 996（ホルダー収納時：910）

ベッド床高(mm) 標準：200～ 600

背上げ及び
膝上げ（度）

2モーション 背上げ…0～70　膝上げ（背膝連動時）…0～20

3モーション 背上げ…0～70　膝上げ…0～20

ヘッド高さ(mm)
580～ 980（ボトム面より380）

フット高さ(mm)

製品重量(kg)
レギュラー 94.5

ショート 94

ヘッドフットボード MDF + メラミン化粧板

ボトム材質 ポリエチレン

本体 スチール製：電着塗装+粉体塗装仕上げ

サイドカバー ABS

最大利用者体重 135kg

安全動作荷重　※ 173.4kg（1700N）

最大連続使用時間 2分（休止時間18分）

電圧（V) 100

電流（A) 2

モーター消費電力(W) 200（モーター1台あたり）

騒音値 65dB以下

※安全動作荷重：ベッド動作が行える最大の荷重（使用者体重とマットレスなどオプション品の合計）。

　注　意
ベッドは2分以上連続でうごかさないでください。故障の原因となります。

材

質
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f a

b

c

d

e

項目 箇所

寸法

脚座

XB四輪ダブル
ロックキャスター

75㎜
CA-0923
CA-0925

XB四輪ダブル
ロックキャスター

100㎜
CA-0922
CA-0926

XB延長脚
CA-0924

a 全幅（mm） 最大外形寸法 91幅：996（ホルダー収納時：910）

b 全長（mm）

最
大
外
形
寸
法

レギュラー 2011

ショート 1901

c 脚座間の長さ（mm）脚座中心間の長さ 1636

d ボトムの高さ（mm）床からボトム上面まで 200〜600 275〜675 300〜700 250〜650

e ヘッドボードの高さ
（mm）

ボトム上面から
ヘッドボードの上端まで 380

f フットボードの高さ
（mm）

ボトム上面から
フットボードの上端まで 380
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アクチュエータ
（モーター）

コントロールボックス

手元スイッチ

電源ランプ
設定

電源
決
定

戻
る

あ
し

あ
た
ま

あ
た
ま

あ  

し

た
か
さ

コネクタ

しっかりと挿し込んで
から抜け止めを閉じ
て下さい

手元スイッチ用（オプション）
ヘッドアップ
アクチュエーター用

（オプション）
バッテリー用

高さ
アクチュエーター用

足アクチュエーター用
頭アクチュエーター用

あたま
あし

あたま

あし

たかさ

12.	 故障かな？と思ったら

	■ 故障ではない場合がありますので、修理を依頼する前にもう一度以下の
項目をチェックしてください。

	■ チェック・処置をしても改善されないときは、ただちにベッドの使用を
やめて販売店に修理を依頼してください。

症状 チェック 処置

操作ボタンを押しても、
ベッドが動かない

電源プラグはコンセントにしっかり差し込
まれていますか ? 

電源プラグをコンセントに差し込んでくだ
さい。

コンセントに電源はきていますか ? コンセントに他の電気器具のプラグを差し
込んで確認してください。

手元スイッチのコネクタがコントロールボ
ックスから外れていませんか ?

手元スイッチのコネクタをコントロールボ
ックスに差し込んでください。

ロックされていませんか？ 付属の解除キーを使いロック解除してくだ
さい。または、手元スイッチによるロック
設定を解除してください。

・操作ボタンを押しても
ベッドが動かない

・液晶画面に E02 が表
示される

頭側モーターユニットと足側モーターユニ
ットのコネクタは接続されていますか？

頭側モーターユニットと足側モーターユニ
ットのコネクタ接続を確認してからリセッ
トをしてください。（91ページ『原点リセ
ットの方法』参照）

アクチュエーターのケーブルがコントロー
ルボックスから外れていませんか ?

アクチュエーターのケーブルをコントロー
ルボックスに差し込んでください。

・操作ボタンを押すとす
ぐに止まってしまう。

・液晶画面に E05 が表
示される

・電源ランプが点滅して
いる（液晶無手元スイ
ッチの場合）

ベッドを連続で動かし続けていませんか？ 動かさずに18分程度放置してください。
※（液晶付きの場合）エラー表示が消えて
すぐに、又は（液晶無しの場合）電源ラ
ンプが点滅から点灯に切り替わってすぐ
に動かすと再度エラーになります。
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■ エラー表示
	 各エラーを検出した場合、通常の操作はできません。
	 電源ランプが赤点滅し、エラーコードが液晶画面に表示されます。

エラーコード 内容 処置

E01 通信異常
一度電源プラグを抜いて、手元スイッチの電源ランプが消えたこ
とを確認して、もう一度コンセントに差し直してから電源をON
にしてください。

E02 ケーブル接続不良
位置ズレ検出

・アクチュエータのコネクタを差し直してください。
・高さ上げボタンと高さ下げボタンを同時に長押ししてください。
すべてのアクチュエータが縮みきったところでブザーがピピッと
鳴りましたらボタンを放してください。

E03 過電流 ベッド可動部に障害物がないか確認して障害物を取り除いてくだ
さい。

E04 ホール信号異常
一度電源プラグを抜いて、手元スイッチの電源ランプが消えたこ
とを確認して、もう一度コンセントに差し直してから電源をON
にしてください。

E05 デューティーオーバー
無操作でしばらく放置してお待ちください。約18分間でリセッ
トされます。
※完全にリセットされる前に操作すると再度エラーがでます。

■ 原点リセットの方法
①	たかさ△＋たかさ▽ボタンを同時長押しします。
②	全てのACT が動き出し原点に戻ります。
	 ※ボタンはリセット完了まで押し続けてください。
③	すべてのACTが縮みきるとピピッとブザーが鳴り、リセット完了です。
	 ※液晶無し手元スイッチの場合はブザーが鳴りません。全てのACTが縮みきった後2秒

程経過してからボタンを放してください。
	 ※	原点リセット操作時はベッドが動きますので周りに注意してください。

液晶付き手元スイッチのみ
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13.	 アフターサービスについて

	■ 修理を依頼されるとき
	 本書の「12．故障かな？と思ったら」（90ページ）に従って調べてください。それでも直

らない場合は、ベッドの電源コードをコンセントから抜いて、お買い上げ販売店、また
は弊社営業所・事業所にご連絡ください。

◎	連絡していただきたい内容
	 ●品名、品番、製品識別表示ラベルの番号
	 ●お買い上げ日
	 ●故障、または異常の内容
	 ●お名前、ご住所、および電話番号

◎	消耗部品について
	 手元スイッチ、電源コードは消耗品です。

◎	保証期間内は
	 保証書の記載内容に基づき無償で修理いたします。
	 ただし、保証期間内でも修理が有償となる場合があります。詳しくは保証書をご覧く
ださい。

◎	保証期間が過ぎているとき
	 修理により使用できる製品については、ご要望により有償で修理いたします。

	■ 製品の最低保有年数は
	 弊社では、ベッドの補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部品）の最低保

有期間を製造打ち切り後、5年としております。

LUMOシリーズRB-201/RB-301/RB-301/RB-301S
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